
- 1 -

令和 8 年度

病院事業会計当初予算（案）の概要

(東陽病院)
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予算（案）の概要

東陽病院の経営状況は、令和６年度は、内科、外科及び整形外科医師が退

職し６人体制となったため、入院・外来ともに患者数が減少し、医業収益は

減収となりましたが、令和７年度も、常勤医師数は６人体制となり前年から

増減はなく、人口減少の影響のほか、近隣医療機関の充実により、入院・外

来ともに患者数が減少し、医業収益は大幅な減収となっています。

令和８年度当初予算では、東陽病院経営強化プランに掲げる数値目標及び

令和７年度の実績から医業収益を見込み計上した一方、費用については、人

事院勧告に伴う給与費の増、物価高騰及び人件費の上昇等による経費の増を

見込んだほか、老朽化による施設の修繕及び医療機器の更新を図るべく投資

的費用を計上しました。

当院を取り巻く環境は、患者数の減少に加え、物価高騰や人件費の上昇の

影響もあり、経営は厳しい状況ではありますが、地域医療を担う町立病院と

して安定的な運営に資する予算としました。

(収益的収入及び支出)

収益的収支予算の総額は、収入支出ともに１８億５，３４５万円を計上し

ました。

　収入 　　　　　（単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

１．病院事業収益 1,853,450 100.0 1,810,800 100.0 42,650 2.4

1,261,450 68.1 1,244,298 68.7 17,152 1.4

24,078 1.3 23,887 1.3 191 0.8

３．医業外収益 567,920 30.6 542,613 30.0 25,307 4.7

４．特別利益 2 0.0 2 0.0 0 0.0

令和８年度 令和７年度 比　　　較

１．医業収益

２．訪問看護ス
テーション収益

款・項
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○１項の医業収益は、入院・外来収益、救急医療に係る一般会計繰入金、輪

番制当番医受託収益、室料差額収益、健診収益、人間ドック収益等で、一

日平均患者数を入院で７０人、外来で１６０人を見込んだほか、入院及び

外来収益の一人当たりの単価実績をもとに、総額１２億６，１４５万円を

計上しました。前年度比較で１，７１５万２千円（１．４％）の増となっ

ています。

○２項の訪問看護ステーション収益は、令和７年度の実績を基に年間訪問日

数２４１日、総利用者数２，８９２人を見込み、２，４０７万８千円を計

上しました。前年度比較で１９万１千円（０．８％）の増となっています。

○３項の医業外収益は、一般会計繰入金のほか、患者外給食収益・売店収益

等で、総額５億６，７９２万円を計上しました。前年度比較で２，５３０

万７千円（４．７％）の増となっています。

○４項の特別利益は、存目計上です。

　支出 　　　　　（単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

１．病院事業費用 1,853,450 100.0 1,810,800 100.0 42,650 2.4

１．医業費用 1,782,525 96.2 1,734,021 95.8 48,504 2.8

38,176 2.1 37,333 2.1 843 2.3

３．医業外費用 31,747 1.6 38,444 2.0 △ 6,697 △ 17.4

2 0.0 2 0.0 0 0.0

1,000 0.1 1,000 0.1 0 0.0

令和８年度 令和７年度 比　　　較

２．訪問看護ス
テーション費用

４．特別損失

５．予備費

款・項
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○１項の医業費用の総額は、１７億８，２５２万５千円を計上しました。

給与費は、医師７名、看護師５９名、医療技術員１７名、事務員９名、労

務員１５名の計１０７名の正職員のほか、会計年度任用職員の人件費とな

っています。材料費は、診療に係る薬品、医療材料等、経費は、非常勤医

師の報償費、診療以外に係る消耗品や光熱水費関係、各種機器のリース料

及び保守点検料、各種業務委託料等で、その他に固定資産に係る減価償却

費、医学雑誌や学会等の経費等を計上しました。人事院勧告による人件費

の増を見込み、前年度比較で４，８５０万４千円（２．８％）の増となっ

ています。

○２項の訪問看護ステーション費用の総額は、３，８１７万６千円を計上し

ました。前年度比較で８４万３千円（２．３％）の増となっています。

○３項の医業外費用の総額は、３，１７４万７千円を計上しました。支払利

息及び企業債取扱諸費は、長期資金６件の利息返済、その他雑損失は、控

除対象外消費税の発生に係る支出額を、その他売店費用等は、実績を基に

算出し計上したほか、医師・看護師養成費（奨学金貸付）について、看護

師の奨学金貸付者の減を見込んだことから、前年度比較で６６９万７千円

（１７．４％）の減となっています。

○４項の特別損失は、存目計上です。

○５項の予備費は、前年度同様１００万円を計上しました。

(資本的収入及び支出)

資本的収支予算の収入総額は、９，６５３万２千円、支出総額は１億３，

６６７万７千円を計上しました。

　収入 　　　　　（単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

96,532 100.0 56,872 100.0 39,660 69.7

70,100 72.6 26,000 45.7 44,100 169.6

26,430 27.4 30,870 54.3 △ 4,440 △ 14.4

2 0.0 2 0.0 0 0.0

令和８年度 令和７年度 比　　　較

１．資本的収入

１．企業債

２．出資金

３．補助金

款・項
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○１項の企業債は、医療機器整備事業及び施設設備整備事業の財源として、

７，０１０万円を計上しました。前年度比較で４，４１０万円（１６９．

６％）の増となっています。

○２項の出資金は、一般会計繰入金で２，６４３万円を計上しました。企業

債償還金に係る一般会計出資金の減により前年度比較で４４４万円（１４．

４％）の減となっています。

○３項の補助金は、存目計上です。

　支出 　　　　　（単位：千円、％）

予算額 構成比 予算額 構成比 増減額 増減率

136,677 100.0 97,200 100.0 39,477 40.6

１．建設改良費 83,818 61.3 41,344 42.5 42,474 102.7

２．企業債償還金 52,859 38.7 55,856 57.5 △ 2,997 △ 5.4

令和８年度 令和７年度 比　　　較

１．資本的支出

款・項
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○1 項の建設改良費は、施設設備整備事業として１階患者用トイレ等改修工

事に係る費用を計上したほか、資産購入費として外科内視鏡下手術システ

ム更新に係る費用や各種医療機器の購入費、リース債務として臨床化学分

析装置及びＬＥＤ照明のリース料など、８，３８１万８千円を計上しまし

た。前年度比較で４，２４７万４千円（１０２．７％）の増となっていま

す。

○２項の企業債償還金は、長期資金４件の元金返済で５，２８５万９千円を

計上しました。前年度比較で２９９万７千円（５．４％）の減となってい

ます。

○支出に対し収入が不足する４，０１４万５千円は、過年度分損益勘定留保

資金で補填します。
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繰入金の状況 （単位：千円、％）

増減額 増減率

39,199 39,355 △ 156 △ 0.4

29,922 28,769 1,153 4.0

28,831 28,831 0 0.0

753 340 413 121.5

167,034 168,712 △ 1,678 △ 1.0

30,777 27,857 2,920 10.5

167,054 145,266 21,788 15.0

463,570 439,130 24,440 5.6

0 2,942 △ 2,942 △ 100.0

26,430 27,928 △ 1,498 △ 5.4

26,430 30,870 △ 4,440 △ 14.4

490,000 470,000 20,000 4.3

比　　　較

１.救急医療の確保に要する経費

２.リハビリテーション医療に要する経費
　（収支不足額）

３.高度医療に要する経費

４.企業債償還金（利子）

５.経営基盤強化対策

６.財政再建企業等

７.不採算地区病院運営に要する経費

収益的収入　　　計

１.建設改良費に要する経費

２.企業債償還金（元金）

資本的収入　　　計

合　　　　計

項　　　　　　　　　　　　目
令和８年度
(当初予算)

令和７年度
(当初予算)

資
本
的
収
入

収
益
的
収
入


